
金沢美術工芸大学

芸術学専攻 　小論文Ａ 　

　　に所収される「第一章　リズムはどこにあるか」の抜粋です。これを読んで、内容

　　また、筆者の主張に対し、自分の意見を四百字程度で述べなさい。

　小論文Ｂ

　　制作年代：1970年

　　大 き さ：縦227.3cm、横181.8cm

　　所　　蔵：北海道立近代美術館

       　

 視覚 　実技試験

  デザイン 　

 　  　専攻

 製品　 　実技試験

  デザイン　　

 　  　専攻

 環境 　実技試験

  デザイン 　

 　 　 専攻

工芸科 　実技試験

　

　　表現しなさい。

　※　第１次選考は書類審査です。

　　与えられた「さざえ」と任意の幾何形態を組み合わせ、水粘土を用いて自由に

　　８００字程度で解説しなさい。

　　元気の出るお弁当を考え、自由に画面を構成してください。

　　飛沫感染を防止するフェイスシールドをデザインしてください。

　　配布された素材を用いて、異なる形を持つ複数の多面体を作り、「適度な距離」を

　　テーマとして台紙（段ボール紙 A3サイズ）に配置しなさい。画用紙には、これら

　　作　　者：神田　日勝

　　作 品 名：室内風景

　　の多面体の配置が変わって「美しく寄り添う様子」を鉛筆でデッサンしなさい。

　　配布された作品の図版を見て、何がどのように描かれているかに留意しながら、

令和３年度 学校推薦型選抜 試験問題

　　次に掲げる文章は、山崎正和『リズムの哲学ノート』（中央公論新社、二〇一八年）

　　を二百字程度に要約しなさい。

学科・専攻名 第 ２ 次 選 考 試 験 問 題

























令和３年度 

金沢美術工芸大学工芸科学校推薦型選抜 

実技試験(立体表現) 

令和２年 11 月 21 日（土曜日） 午前 8時 30 分〜12 時 30 分 

問題 

 与えられた「さざえ」と任意の幾何形態を組み合わせ、 

水粘土を用いて自由に表現しなさい。  

 

条件  1.「さざえ」と「幾何形態」の大きさ、個数は自由。 

2. 解答作品は塑像板から高さ 30cm 以内。 

3. 解答作品は塑像板からはみ出さない事。 

4. 粘土は必要な量だけ袋から取り出して使用する事。 

 

 

注意 1. 用具は募集要項に指定された持参用具と机上のもの以外使用してはならない。 

2. 配布されたヘラは加工してはいけない。 

3. 粘土の中に異物を入れてはいけない。 

4. モチーフ並びに配布用具は持ち帰らない事。 

モチーフ : さざえ 1個 

配布用具 ： 水粘土 1kg × 10 個、塑像板、粘土へラ、霧吹き、カッターマット、雑巾 1枚、 

草案用紙 5枚、30cm 直定規 1本 


